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町 の 人 口 

(5 月末日現在） 

4, 380人 

4, 815人 

B, 195人 

2, 833世帯 

男

女

 総人口 

世帯数 

と
 
じ
 

て
 
保
 
存
 
し
 
て
 
下
 
さ
 

い
 

n 

皇
居
で
の
 
「
に
い
な
め
祭
」
 

用
ア
ワ
の
献
上
者
に
 

大

森

高

市

氏

 

殻
物
の
豊
作
を
神
に
感
謝
し
、
そ
の
 

年
の
豊
年
を
祝
う
行
事
が
、
毎
年
十
一
 

月
二
十
三
日
、
天
皇
御
臨
席
に
よ
り
皇
 

居
で
 
「
に
い
な
め
祭
」
と
し
て
行
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
「
に
い
な
め
祭
」
に
奉
納
す
る
 

米
と
ア
ワ
を
全
国
の
県
か
ら
、
そ
れ
ぞ
 

れ
一
点
づ
つ
献
上
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
は
福
岡
県
の
農
家
代
表
と
し
て
 

ア
ワ
の
生
産
を
本
町
大
宇
市
場
、
大
森
 

高
市
氏
に
決
ま
り
七
月
十
日
、
大
森
氏
 

宅
前
の
畑
で
県
や
町
の
関
係
者
に
よ
つ
 

て
厳
か
に
ク
ワ
入
り
の
神
事
を
行
な
い
 

種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。
 

ア
ワ
は
、
十
月
初
旬
に
収
穫
さ
れ
、
 

皇
居
に
送
ら
れ
ま
す
。
大
森
氏
は
最
近
 

で
は
ア
ワ
を
作
る
農
家
は
な
く
心
配
で
 

す
が
生
涯
に
二
度
と
な
い
の
で
、
う
ま
 

く
育
つ
て
く
れ
る
よ
う
家
族
一
同
日
夜
 

育
成
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

） 
昭
和
 50 

年
 10 

月
ー
日
は
 

「 

『
国
勢
調
査
の
日
』
 

（ 
で
す
。
 

（ 
調
査
に
御
協
力
を
お
願
 

（ 
い
し
ま
す
。
 



(3) (2）ー一 け
 

、
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

い け か
 

あ
 

報
 

広
 

二
輪
車
の
事
故
を
 

防
止
し
ま
し
よ
う
 

車
の
事
故
で
二
輪
単
の
事
故
（
特
に
 

高
校
生
に
よ
る
事
故
）
が
多
発
す
る
。
 

二
輪
車
の
運
転
者
は
無
防
備
の
状
態
 

で
あ
り
、
交
通
事
故
の
危
険
性
が
大
き
 

く
ひ
と
た
び
事
故
に
あ
う
と
「
生
命
の
 

危
険
」
と
い
う
重
大
な
結
果
を
招
き
や
 

す
い
。
 

こ
の
時
期
に
お
け
る
二
輪
車
の
事
故
 

防
止
を
図
る
た
め
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
 

を
注
意
し
て
事
故
防
止
に
御
脇
力
を
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

①
 

二
輪
車
は
、
体
格
に
あ
つ
た
大
 

き
さ
（
体
重
の
お
お
む
ね
三
倍
以
下
の
 

重
量
）
 
の
も
の
を
選
ん
で
乗
つ
て
下
さ
 

い
 。

 ②
 
自
分
の
生
命
を
ま
も
る
た
め
に
 

ヘ
ル
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
る
。
自
動
二
輪
車
 

に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
な
い
で
運
転
 

し
た
り
、
か
ぶ
ら
な
い
人
を
同
乗
さ
せ
 

て
運
転
す
る
と
、
違
反
点
数
1
点
が
つ
 

く。 

（
五
〇
〇
c
c

以
下
の
バ
イ
ク
を
 

運
転
す
る
人
も
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
 

ふ
る
よ
う
に
す
る
）
 

⑧
 

2
人
乗
り
は
、
と
っ
さ
の
と
き
 

に
バ
ラ
ン
ス
を
失
い
や
す
く
、
重
大
事
 

故
の
原
因
と
な
る
の
で
や
め
ま
し
よ
 

う。 ④
 
制
限
速
度
以
下
で
ゆ
っ
く
り
走
 

っ
て
、
歩
行
者
や
横
断
者
の
安
全
を
守
 

る。 ⑤
 
急
発
進
や
ジ
グ
ザ
グ
運
転
な
ど
 

迷
惑
に
な
る
よ
う
な
運
転
は
絶
対
に
や
 

め
ま
し
よ
う
。
 

少
年
補
導
員
の
 

委
属
に
つ
い
て
 

赤
池
町
の
少
年
非
行
の
概
況
に
つ
き
 

ま
し
て
は
前
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
 

た
よ
う
に
非
行
者
率
は
福
岡
県
下
一
と
 

い
う
汚
名
を
き
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
 

こ
れ
ま
で
い
ろ
ノ
、
の
施
策
に
よ
り
非
 

行
化
防
止
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
 

し
た
が
、
こ
の
た
び
赤
池
町
青
少
年
間
 

題
協
議
会
（
会
長
池
永
町
長
）
で
は
、
 

補
導
員
の
充
実
を
は
か
り
全
町
を
あ
げ
 

て
少
年
の
非
行
化
防
止
に
取
り
組
む
こ
 

と
に
な
り
、
各
公
民
館
な
ど
か
ら
補
導
 

員
の
推
薦
を
う
け
、
七
月
十
六
日
会
長
 

か
ら
委
嘱
状
を
交
付
す
る
と
共
に
初
会
 

合
を
開
き
総
員
四
十
名
の
陣
容
で
赤
池
 

町
の
非
行
化
防
止
に
当
た
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

補
導
員
に
は
身
分
を
証
す
る
少
年
補
 

導
員
手
帳
と
バ
ツ
チ
を
交
付
し
て
あ
り
 

補
導
に
従
事
す
る
際
、
要
求
が
あ
れ
ば
 

呈
示
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
町
内
で
問
題
少
年
を
発
見
し
た
 

場
合
は
活
発
な
補
導
活
動
を
行
な
い
、
 

ま
た
少
年
の
保
護
者
等
に
も
面
接
し
諸
 

注
意
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
 

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
 

力
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

福
岡
県
警
察
官
 

採
用
試
験
の
案
内
 

1
 
第
一
次
試
験
日
 

昭
和
 50 

年
 10 
月
 26 

日
（
日
）
 

2
 

受
付
期
間
 

昭
和
 50 

年
9
月
 16 

日
か
ら
 

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
盛
会
の
う
ち
に
終
る
 

十
支
所
B

チ
ー
ム
輝
く
優
勝
 

赤
池
町
体
育
振
興
協
会
主
催
に
よ
る
 

第
二
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
第
 

四
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
赤
池
 

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
、
市
場
小
学
校
グ
ラ
 

ン
ド
、
町
民
会
館
に
お
い
て
盛
大
に
行
 

な
わ
れ
ま
し
た
。
七
月
六
日
、
十
三
日
 

の
両
日
炎
天
下
の
も
と
手
に
汗
に
ぎ
る
 

大
熱
戦
が
行
な
わ
れ
立
花
数
広
引
い
る
 

十
支
所
B

チ
ー
ム
が
輝
く
初
優
勝
し
ま
 

し
た
。
 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
十
 

六
チ
十
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部
 

優
勝
二
十
四
支
所
チ
ー
ム
、
女
子
の
部
 

優
勝
十
二
支
所
チ
ー
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
が
 

優
勝
し
ま
し
た
。
 

昭
和
 50 
年
 10 

月
 15 

日
ま
で
 

3
 
第
一
次
試
験
の
場
所
 

m
 
県
内
試
験
場
 

福
岡
市
 
城
南
高
等
学
校
 

北
九
州
市
 
小
倉
高
等
学
校
 

飯
塚
市
 
嘉
穂
高
等
学
校
 

久
留
米
市
 
明
善
高
等
学
校
 

た
だ
し
、
大
学
卒
者
に
つ
い
て
は
、
 

福
岡
市
（
香
椎
高
校
）
に
限
り
ま
 

す。 
②
 
県
外
試
験
場
 

大
学
卒
 
熊
本
市
 

そ
の
他
 
熊
本
県
内
四
ケ
所
 

4
 
受
験
資
格
 

昭
和
 23 

年
4
月
2

日
か
ら
 

昭
和
 33 

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
 

れ
た
男
子
 

5
 
問
い
合
せ
先
 

田
川
警
察
署
 
警
務
係
 

電
話
 

田
川
 
②
 
二
一
二
o
 

内
線
 

二
一
一
・
二
一
一
一
 

車
の
駐
車
禁
止
 

に
つ
い
て
 

赤
池
町
内
で
は
、
駅
通
り
か
ら
本
町
 

に
か
け
て
駐
車
禁
止
に
な
つ
て
い
ま
す
 

が
昭
和
町
か
ら
役
場
の
間
の
道
路
に
車
 

を
多
く
駐
車
し
て
い
ま
す
が
、
駐
車
禁
 

止
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
 

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

駐
車
す
る
場
合
は
、
車
を
止
め
て
 

幅
員
（
道
路
巾
）
が
三
 11 

五
十
セ
ン
チ
 

以
上
な
け
れ
ば
、
駐
車
さ
れ
ま
せ
ん
の
 

で
、
車
を
運
転
す
る
方
は
注
意
し
て
下
 

さ
い
。
 

車
の
影
か
ら
子
供
が
飛
び
出
し
事
故
 

を
起
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
特
に
注
 

第
四
回
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

大
会
を
終
え
て
 

七
月
六
日
、
十
三
日
の
二
日
間
に
わ
 

た
つ
て
行
わ
れ
ま
し
た
バ
レ
ー
大
会
は
 

男
子
四
チ
ー
ム
、
女
子
七
チ
ー
ム
の
参
 

加
の
も
と
盛
会
に
終
了
す
る
事
が
出
来
 

ま
し
た
。
 

ふ
り
返
つ
て
み
ま
す
と
、
回
を
重
ね
 

る
度
に
技
術
が
向
上
し
、
各
チ
ー
ム
の
 

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
よ
く
と
れ
て
い
ま
し
 

た。 特
に
今
回
は
、
一
般
も
青
年
も
加
わ
 

つ
た
チ
ー
ム
編
成
の
た
め
壮
年
は
若
さ
 

を
学
び
、
青
年
は
技
を
学
び
共
々
に
収
 

穫
の
あ
る
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
．
 

こ
れ
に
よ
り
、
各
地
区
の
和
が
出
来
 

今
後
の
活
動
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
の
 

で
は
な
い
か
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
 

バ
レ
ー
部
は
、
九
月
に
は
講
習
会
を
 

十
月
下
旬
に
は
秋
の
大
会
を
予
定
し
て
 

い
ま
す
。
 

ま
だ
バ
レ
ー
部
が
出
来
て
い
な
い
地
 

区
の
み
な
さ
ん
一
度
町
民
会
館
に
て
の
 

練
習
風
景
を
ご
ら
ん
に
な
り
ま
せ
ん
 

か
。
き
つ
と
参
加
し
た
く
な
る
と
思
い
 

ま
す
。
 

自
分
の
健
康
の
為
に
お
す
す
め
し
ま
 

す。 

（
バ
レ
ー
部
よ
り
）
 

意
し
て
下
さ
い
。
 

標
準
小
作
料
が
 

改
訂
さ
れ
ま
し
た
 

赤
池
町
農
業
委
員
会
 

一
、
標
準
小
作
料
改
額
 

農
業
委
員
会
は
、
次
の
と
お
標
準
小
 

作
料
の
改
訂
を
決
定
し
、
昭
和
五
十
年
 

九
月
八
日
付
て
公
示
し
ま
し
た
。
 

二
、
標
準
小
作
料
と
は
 

昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
以
前
か
 

ら
の
賃
貸
借
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

標
準
小
作
料
を
基
準
と
し
て
、
地
主
 

小
作
人
の
双
方
が
話
し
合
い
で
小
作
額
 

を
決
め
ら
れ
る
の
は
昭
和
四
十
五
年
十
 

月
一
日
以
降
に
設
定
さ
れ
た
賃
借
権
等
 

で
す
。
 

昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日
以
前
か
 

ら
の
賃
借
権
等
で
統
制
小
作
料
が
適
用
 

さ
れ
て
い
る
も
の
は
昭
和
五
十
五
年
ル
 

月
三
十
日
ま
で
統
制
小
作
料
が
適
用
さ
 

れ
ま
す
。
 

三
、
著
じ
る
し
く
高
い
小
作
料
に
は
減
 

額
勧
告
 

標
準
小
作
よ
り
著
じ
る
し
く
高
い
小
作
 

料
の
契
約
が
な
さ
れ
た
場
合
農
業
委
員
 

会
は
地
主
、
小
作
人
双
方
に
小
作
料
を
 

減
額
す
べ
き
勧
告
が
で
き
ま
す
 

そ
の
基
準
は
表
の
と
お
り
で
す
。
 

四
、
現
に
標
準
小
作
料
を
基
準
と
し
た
 

小
作
料
で
契
約
し
て
い
る
方
へ
 

昭
和
四
十
五
年
十
月
一
日
以
降
に
標
準
 

小
作
料
を
基
準
と
し
た
小
作
料
額
で
契
 

,
!
,
 

第
十
一
回
玉
竜
旗
争
奪
 

少
年
剣
道
大
会
に
出
場
 

福
岡
市
民
体
育
館
に
お
い
て
7
月
 20 

日
午
前
8
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
少
年
部
か
ら
も
中
、
小
学
生
各
ー
 

チ
ー
ム
が
昂
場
い
た
し
ま
し
た
。
全
九
 

州
よ
り
精
鋭
三
百
四
十
チ
ー
ム
が
参
加
 

応
援
千
五
百
名
を
合
せ
、
さ
し
も
の
大
 

体
育
館
も
満
員
と
な
り
ま
し
た
。
 

定
刻
開
会
を
宣
言
と
同
時
に
航
空
自
 

衛
隊
音
楽
隊
演
奏
の
中
に
二
千
名
の
少
 

年
剣
士
が
堂
々
と
入
場
、
前
年
度
優
勝
 

の
鹿
児
島
県
高
山
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
よ
 

り
、
優
勝
旗
返
還
の
こ
ろ
は
大
会
気
分
 

も
最
高
に
盛
り
上
り
、
折
か
ら
の
暑
気
 

も
何
の
そ
の
、
十
ー
パ
ー
ト
に
別
れ
熱
 

戦
か
展
開
さ
れ
、
応
援
も
こ
れ
に
対
し
 

惜
し
み
な
く
拍
手
と
声
援
を
送
り
会
場
 

を
興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
大
分
県
杵
築
 

少
年
部
と
対
戦
敢
斗
い
た
し
ま
し
た
が
 

大
会
の
雰
囲
気
と
経
験
に
よ
り
残
念
な
 

が
ら
一
回
戦
で
涙
を
の
む
結
果
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

中
学
生
チ
ー
ム
は
一
回
戦
不
戦
勝
、
 

二
回
戦
は
津
屋
崎
町
武
道
会
と
対
戦
、
 

全
員
一
年
生
な
が
ら
相
手
チ
ー
ム
三
年
 

生
有
段
者
に
対
し
善
戦
敢
斗
、
一
本
は
 

心
ず
取
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
体
力
の
 

茅
で
い
ま
一
歩
及
ば
ず
敗
れ
ま
し
た
が
 

今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
な
お
、
特
 

筆
す
べ
き
は
、
中
堅
で
出
場
し
た
佐
々
 

木
淳
君
が
二
人
抜
を
な
し
得
た
事
で
本
 

人
に
と
つ
て
も
今
後
の
練
習
の
励
み
と
 

な
つ
た
事
と
思
い
ま
す
。
 

参
考
ま
で
に
中
学
生
は
高
校
玉
竜
旗
 

約
さ
れ
て
い
る
賃
貸
借
は
、
農
業
委
員
 

会
が
小
作
料
を
改
訂
し
た
か
ら
と
い
っ
 

て
、
現
在
の
小
作
料
が
自
動
的
に
変
更
 

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
主
 

と
小
作
人
の
双
方
間
で
合
意
さ
れ
た
場
 

合
の
み
で
す
。
両
者
間
で
小
作
料
を
変
 

更
す
る
と
決
め
た
と
き
は
、
変
更
し
た
 

契
約
書
の
写
し
を
つ
け
て
農
業
委
員
会
 

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

尚
、
詳
し
い
事
は
農
業
委
員
会
へ
お
 

た
づ
ね
下
さ
い
。
 

．

」

 品80
×
」
器
×
寵
 

廿N
プ
望
口
田
申
麟
凶
か
什
叫
 

農地区分 小作料の 当該区分の主要作物 

減額勧告の基準 田・畑の別 名称 
額
」
り
 

準
a
 

標
 10 

作物名 覇撫 

田
 

全域 18.000 水 稲 450kg 乳かk-c)議群綴曹 
×器 

畑
 

全域 
6

,

0

0

0

 

普通畑 

（畑の場合） 

標準小作料の130％を 
超えるとき 

6,000の130% 7,800 

大
会
に
準
じ
抜
き
勝
負
と
な
つ
て
お
り
 

ま
す
。
 

今
後
は
大
会
の
雰
囲
気
に
負
け
ぬ
よ
 

う
大
き
な
試
合
に
数
多
く
出
場
さ
せ
試
 

合
経
験
を
積
ま
せ
る
と
と
も
に
、
他
県
 

勢
の
少
年
剣
士
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
比
 

較
指
導
さ
せ
る
事
を
痛
感
い
た
し
ま
し
 

た
。
又
後
援
会
の
皆
様
に
は
、
終
日
お
 

世
話
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
 

し
た
。
 

最
後
に
筑
豊
織
維
株
式
会
社
、
早
谷
 

会
長
に
は
、
輸
送
面
の
ご
配
慮
を
い
た
 

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
 

た
。
本
紙
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
 

げ
ま
す
す
。
 

ー
町
立
病
院
だ
よ
り
ー
 

医
師
の
紹
介
 

外
科
 

安
藤
 
康
行
先
生
 

昭
和
十
九
年
生
 

昭
和
四
十
四
年
 
山
口
大
学
医
学
部
卒
 

業
 

そ
の
後
、
山
口
県
光
市
民
病
院
、
下
 

松
記
念
病
院
、
長
門
総
合
病
院
勤
務
 

を
経
て
、
 

昭
和
五
十
年
六
月
か
ら
、
当
病
院
勤
務
 

内
科
 

江
原
 
治
彦
先
生
 

昭
和
十
年
生
 

昭
和
四
十
三
年
 
九
州
大
学
医
学
部
卒
 

業
 

そ
の
後
、
大
分
県
富
士
見
病
院
、
愛
 

媛
県
狩
江
診
療
所
、
広
島
県
＃
旦
月
町
 

立
病
院
勤
務
を
経
て
 

昭
和
五
十
年
七
月
か
ら
、
当
病
院
勤
務
 



(4) け
 

い
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

県
下
一
斉
ご
み
の
不
法
投
 

棄
防
止
週
間
に
つ
い
て
 

年
末
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
週
間
が
 

県
下
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

県
下
 97 

市
町
村
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
 

す
福
岡
県
清
掃
協
議
会
が
推
進
母
体
と
 

な
っ
て
「
清
潔
な
環
境
を
み
ん
な
の
手
 

で
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
県
下
 

市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
不
法
投
棄
を
防
止
 

す
る
た
め
の
監
視
を
つ
よ
め
、
不
法
投
 

棄
を
取
り
締
ま
る
と
と
も
に
、
住
民
の
 

皆
様
方
と
力
を
合
せ
て
、
不
法
投
棄
を
 

な
く
し
て
、
清
潔
な
環
境
を
つ
く
ろ
う
 

と
い
う
こ
と
で
す
。
 

ご
み
不
法
投
棄
防
止
週
間
の
実
施
期
 

間
中
、
県
警
保
安
二
課
を
通
じ
県
内
各
 

警
察
署
に
対
し
て
、
悪
質
な
不
法
投
棄
 

者
の
発
見
、
摘
発
、
処
分
の
協
力
を
要
 

請
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
不
法
投
棄
発
 

見
者
は
警
察
署
又
は
役
場
衛
生
係
ま
で
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

記
 

不
法
投
棄
防
止
週
間
 

昭
和
 50 

年
9
月
 18 

日
（
木
）
か
ら
 

昭
和
 50 

年
9
月
 24 

日
（
水
）
ま
で
 

な
お
、
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

ご
 
注
 
意
 

旧
下
高
尾
塵
芥
処
理
場
に
ゴ
ミ
を
捨
 

て
る
と
き
は
、
下
田
川
清
掃
セ
ン
タ
ー
 

に
ゴ
ミ
を
持
っ
て
ゆ
き
清
掃
セ
ン
タ
ー
 

で
処
理
で
き
な
い
も
の
だ
け
を
旧
高
尾
 

塵
芥
処
理
場
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
よ
う
に
 

し
て
下
さ
い
。
そ
の
場
合
は
役
場
衛
生
 

係
の
許
可
を
得
る
よ
う
に
し
て
下
さ
 

い
。
そ
う
し
な
い
と
不
法
投
棄
に
な
り
 

ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
は
 

十
分
注
意
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

今
年
は
 

国
勢
調
査
の
年
で
す
 

今
年
十
月
一
日
に
は
、
全
国
一
斉
に
 

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
 

査
は
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
 

を
対
象
と
し
て
、
一
人
一
人
も
れ
な
く
 

調
査
対
象
に
な
り
ま
す
。
最
も
基
本
的
 

な
統
計
調
査
で
す
。
 

五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
 

も
今
回
で
第
十
二
回
目
に
あ
た
り
ま
 

す
。
今
回
も
こ
れ
ま
で
以
上
の
成
果
が
 

得
ら
れ
ま
す
よ
う
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

昭
和
 50 
年
秋
の
交
通
安
全
 

福
岡
県
民
運
動
実
施
に
つ
 

い
て
 

こ
の
運
動
は
、
歩
行
者
‘
運
転
者
、
 

運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
陸
上
交
通
に
 

関
係
あ
る
す
べ
て
の
者
に
、
交
通
安
全
 

思
想
の
普
及
徹
底
と
、
 
ユ
ツ
ク
リ
ズ
ム
 

定
着
化
を
図
り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
 

の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
 

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
運
 

動
で
す
。
 

1
、
期
間
 

昭
和
 50 

年
9
月
 22 

日
 

昭
昭
 50 

年
 10 

月
1
日
 

2
、
運
動
の
重
点
目
標
 

（
月
）
か
ら
 

（
水
）
ま
で
 

m
 
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
事
 

故
防
止
、
特
に
こ
ど
も
（
幼
児
及
 

び
小
学
校
児
童
）
と
老
人
の
事
故
 

防
止
 

②
 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
 
ヘ
ル
メ
 
ツ
ト
 

着
用
の
推
進
 

3
、
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

※
運
転
者
向
け
の
も
の
 

，
急
ぐ
ほ
ど
減
ら
す
燃
料
増
す
危
険
I
 

※
歩
行
者
向
け
の
も
の
 

，
手
を
か
そ
う
 

ち
つ
ち
や
な
子
ど
も
 

と
お
年
寄
り
 

※
子
ど
も
向
け
の
も
の
 

I
と
び
だ
す
な
 
あ
の
み
ち
こ
の
み
ち
 

こ
う
さ
て
ん
I
 

交
通
事
故
防
止
は
一
人
ひ
と
り
が
注
 

意
し
て
い
れ
ば
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
 

で
き
る
も
の
で
す
。
運
転
者
、
歩
行
者
 

の
安
易
な
気
持
が
事
故
に
つ
な
が
り
ま
 

す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

赤
池
町
公
民
館
句
会
 

白

石

天

留

翁

選

 

枝
折
戸
を
押
せ
ば
開
き
ぬ
蝉
時
雨
 

春
翁
 

★
人
は
時
に
水
音
の
聞
け
る
閑
か
な
所
 

で
休
息
し
た
い
と
思
う
。
或
る
日
山
 

家
を
訪
ね
枝
折
戸
を
押
し
た
ら
静
か
 

に
開
い
た
。
木
々
に
は
蝉
が
し
き
り
 

に
鳴
い
て
い
た
。
 
い
つ
で
も
、
ど
な
 

た
で
も
訪
ね
て
来
て
下
さ
い
よ
と
い
 

・つ。 
庵
主
の
暖
か
い
心
の
感
じ
ら
れ
る
旬
 

で
す
。
 

（
一
歩
評
）
 

尼
寺
の
滝
と
か
か
わ
り
な
く
静
か
 

駒
 
女
 

山
蟻
の
う
ろ
つ
い
て
い
る
早
か
な
 

水
心
子
 

尼
寺
の
い
づ
こ
と
云
わ
ず
涼
し
か
り
 

て
い
子
 

生
き
も
の
は
飼
わ
ぬ
と
尼
の
涼
し
げ
に
 

そ
の
女
 

箭
目
の
行
届
き
る
て
堂
涼
し
 

桜
ン
坊
 

有
髪
尼
の
世
を
捨
て
き
れ
ず
青
す
だ
れ
 

加
寸
美
 

庭
先
を
滝
水
走
る
山
家
か
な
 

一 

歩
 

④
 
毎
週
水
曜
日
夜
七
時
池
田
一
歩
宅
 

に
て
句
会
同
好
の
志
を
歓
迎
し
ま
す
。
 

★
 
旬
会
の
願
い
 

田
川
に
は
文
化
不
毛
の
地
と
云
う
説
 

を
覆
え
し
た
い
。
 

お
 

礼
 

一
、
金
一
封
 
山
崎
フ
ジ
ェ
殿
 

亡
父
 
幸
吉
殿
 

（
十
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
徳
永
春
美
殿
 

亡
妻
 
千
鶴
江
殿
 

（
十
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
世
良
修
殿
 

亡
母
 

ッ
ジ
子
殿
 

（
一
一
支
所
）
 

一
．
金
一
封
 

原
田
秀
秋
殿
 

亡
母
 
ト
キ
殿
 

（
九
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
広
瀬
美
佐
緒
殿
 

亡
夫
 
勝
殿
 

（
＋
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
大
久
保
鹿
蔵
殿
 

亡
母
 

ス
ェ
殿
 

（
一
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
平
元
新
次
殿
 

亡
母
 

コ
イ
ト
殿
 

（
五
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
深
見
義
恵
殿
 

亡
母
 
サ
カ
ェ
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
篠
原
筆
幸
殿
 

亡
母
 

サ
カ
ェ
殿
 

（
三
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
香
月
新
作
殿
 

亡
母
 
久
乃
殿
 

（
十
二
支
所
）
 

一
．
金
一
封
 
岡
田
利
佐
尾
殿
 

亡
夫
 
穂
吉
殿
 

（
一
一
十
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
児
玉
好
正
殿
 

亡
父
 
幸
市
殿
 

（
十
四
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
中
村
徳
松
殿
 

亡
父
 
富
吉
殿
 

（
十
六
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
浦
田
金
次
殿
 

亡
母
 

フ
ジ
ェ
殿
 

（
二
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
小
松
宏
殿
 

亡
息
 
道
生
殿
 

（
五
支
所
）
 

一
、
金
一
封
 
三
隅
タ
カ
ェ
殿
 

亡
母
 
ト
ョ
殿
 

（
十
六
支
所
）
 

以
上
、
香
典
返
し
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
 

た
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た
し
ま
し
 

ま
し
て
は
故
人
の
意
に
報
い
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 


